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新規アンモニア合成触媒とアンモニア製造法

発明の概要

実験結果 / 従来技術との比較・優位性

想定される用途

発明者：永岡 勝俊（名古屋大学）

カーボンニュートラル・
環境

✓従来の触媒より低温低圧の温和な条件下で高活性を示す新規アンモニア合成触媒を開発。

✓調製やハンドリングが容易。従来の触媒比５倍(重量あたり)のアンモニア生成速度を達成。

✓高いアンモニア生成活性を発現させる特殊な表面構造の形成メカニズムとその作用を解明。

1. ランタノイド系複合酸化物にナノサイズの遷移金属粒子を

担持した新規アンモニア合成触媒を開発。

従来のルテニウム系と比べて高いアンモニア合成活性を示す。

例：Ru/La0.5Ce0.5Ox

Ru/Ba0.1La0.45Ce0.45Ox

2. コバルト系複合酸化物にもアンモニア合成活性有り。

例：Co/Ba0.1La0.45Ce0.45Ox

Co@BaO/MgO (第5世代)

3. 工業的高圧プロセスにおいて水素被毒や窒素被毒が

問題となるルテニウム系触媒や鉄系触媒の代替となり得る。

第4世代Co触媒
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シェル状のBaOに覆われたコバルトナノ粒子がMgO担体に
担持されている（Cs-STEM観察、EDS分析）
⇒ 大部分のCoが高活性なアンモニア合成サイトとして機能

今後、様々な分野への貢献が期待される

(1)現行のRu触媒工程の代替、(2)新設プラントにおけるハーバーボッシュ触媒の代替

(3)火力発電所混焼用プラント、(4)船舶燃料、(5)エネルギーキャリア

●発明の名称：複合酸化物, 金属担持物及びアンモニア合成触媒
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Co@BaO/MgO

Co/MgO

Ru/CeO2

Cs+/Ru/MgO

反応温度：350度
空間速度：72L/gcat/h
反応圧力：10気圧

90倍

～再生可能エネルギーを利用したアンモニア生産実現へ～
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